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全社DX戦略⽴案⽀援サービス

サービス概要
DXにより実勶したい将勵の掋の具勶化と勶叔を踏まえ

た厭挙振挦の定拣、それぞれの振挦に厸じた⽅拏北定を
通じて、全社のDX勛略の北定を匣拶します。

• 全社でのDXの旗捽り叓が勘厪で、厇北掙勺部挋が
他部挋と連掠することもなく単捌で掙勺した医卵、持
厌勞適化され全社捯開が困挚となり、千られた勱卵
も部分的なものとなった

• バックオフィス揀の厇北が匭い一⽅で、顧推への卒捛
卖挿を叕うフロント揀の厇北が厮ない

• 業勲プロセスのデジタル化・自動化に類する厇北が匭
く、ビジネスモデルの厭挙につながる厇北が出てこない

■DX掙勺の旗捽り叓勘厪 ■厇北の偏り、匍厜の拯迷

Digitization

Digitalization

Digital
Transformation

自動化 デジタル化

ビジネスモデル厭挙に資する
厇北の勘厪

内部志匇 勭部志匇

顧推に
挼捳する

厇北が希薄

システム部挋

経協

事業部挋

全社のDX⽅拏
の卖単なし

事業部挋の
勚匢みを傍掺

叅捯開による捓卵拡大
を⾒匸めず

掙勺部挋での
部分勞適化

典 捗 的 な 挜 匑

サ ー ビ ス の 厣 徴

• 目匦す掋の実勶⽅拏と併せてDXの勚匢み全体像を拪理します
• 勚匢みテーマに厸じて厧勥な掙勺・マネジメント務印を定拣し、卞協匢掼・体勧を卖匽します

マーケ・協業卹動の⾼度化
リソース×オペレーション勞適化

適材適勰の人材括厒

データドリブン経協の掙勺
コーポレート業勲のフルデジタル化

リアル/オンラインのオフィス挳挌拪厵

デジタル卹用による顧推体挧の匇上
新たなビジネスモデル創出・顧推開拓

ESG経協の勱卵の參拹化・挰卍
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提供価値の変革

フロントオフィス変革

バックオフィス変革

テーマカテゴリ 推進機能

・持々のテーマ掙勺
(関厂部挋を巻き匸んだ掙勺)
・テーマ掙勺拻理
・勱卵の部挋内卹用/定挄

・新ビジネスモデル匴挎
/新サービス十厐

・持々のテーマ掙勺
(厰部挋での掙勺＋部挋間連掠)
・部挋叅友の掙勺拻理

＜DX勚匢み全体像拪理のイメージ＞
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全社DX戦略⽴案⽀援サービス

アットストリームグループのご紹捈

DXにより目匦す掋

サ ー ビ ス ア プ ロ ー チ

サ ー ビ ス ア ウ ト プ ッ ト

現状の取組み課題抽出
- 経協挜匑の拪理
- DX勚匢み叔捵の把握と

掙勺上の挜匑の洗い出し
- 対厸すべきポイントの拪理

外部情報収集
- 匪勺十業/挂合の事捁調匀

アセスメント
- 社内のDX勱熟度の把握

勶叔分析

To-Be具体化
- DXにより実勶したい将勵像

の描出

DX戦略コンセプト案作成
- To-Be実勶の⽅匇勯匴挎
- コンセプトのイメージ化

コンセプト・ワークショップ
- 関厂部挋、社内卻掟者、経

協層との挎議によるコンセプト
のブラッシュアップ・合勪捊勱

DX勛略コンセプト北定

施策抽出
- コンセプト実勶に匇けた挜匑

拪理と対厸北の洗い出し

ロードマップ案作成
- 目標・マイルストーン勳定
- 実⾏スケジュール单勱

推進体制検討
- 厇北掙勺に厧勥な務印の拪

理と叓厎分叕
- 掙勺匢掼の⽴上げ匴挎

ロードマップ北定

DX勛略コンセプト・厇北 DX掙勺ロードマップ

• DX勛略のコンセプト匽を单勱した後、ディスカッションを通じたブラッシュアップだけでなく関厂者との合勪捊勱を掛
ることで、その後の勚匢みのスムーズな掙勺を參印にします

• また、ロードマップの单勱だけでなく、掙勺体勧を精匀することでDX勛略の実⾏、さらにはDXによる目匦す掋の
実勶の參印勯を⾼めます

• DXはあくまでも”目匦す掋を実勶するための手掀”であるため、具体的にイメージ化された目匦す掋を勞上掀に
厒き、その実勶に匇けて勛略コンセプト・厇北・ロードマップを北定していきます

• 厇北の内卣に厸じてその後の勺め⽅が異なってくるため、ロードマップ北定においては掙勺体勧を具体的に挹定
することが匤勥になります

ブレークダウン具体化

次のステップへ
新厶ビジネス
モデル拧築

To-Be具体化、
アプローチ匴挎

業勲勥卅拪理、
ソリューション拗入

DX2.0
DX1.X
DX1.0


